
第 6 章   企 業 間 取 引

2000年は日本のB2B元年として、ビ

ジネスにおけるインターネットの本格的な

利用の進展が期待された。特に、米国で

1999年から2000年初頭に脚光を浴びたe

マーケットプレイスに対する日本企業の

関心は高く、2000年夏から秋にかけて、

eマーケットプレイスに関するセミナーや

カンファレンスが数多く開催された。現

在、さまざまな日本版eマーケットプレイ

スが事業を開始している。

しかし、日本におけるこのようなeマー

ケットプレイスへの期待の高まりに反し

て、米国では2000年9月にインターネッ

ト株価が暴落し、それ以降の相次ぐeマ

ーケットプレイスの閉鎖や経営不振の実

態から、2001年にはeマーケットプレイ

スに対する懐疑的な意見も出てきている。

本稿では、国内外の2000年のeマーケ

ットプレイスに関する主だった動きと、

2001年の日本の展望について概観する。

eマーケットプレイスとは

eマーケットプレイスとは、複数の買い

手（Buyer）と売り手（Seller）との間

の複雑な取引をインターネット技術を用

いて行う、電子調達市場のことである

（図1）。

米国の先行事例において、eマーケッ

トプレイスの主な担い手は、買い手企業、

売り手としてのサプライヤー、マーケット

プレイスに出資するベンチャーキャピタル、

サイトを運営するマーケットメーカー、テ

クノロジープロバイダーなどである。コマ

ースワンやアリバに代表されるテクノロジ

ープロバイダーによるマーケットプレイス

エンジン開発とパッケージ化、ベンチャー

キャピタルによるeマーケットプレイスへ

の投資など、担い手それぞれのアクティ

ビティーが相乗効果を生み、新たなビジ

ネスモデルを創出して発展したと考えら

れる。

現状のeマーケットプレイスは、対象マ

ーケットや機能面、所有権といった多角

的な観点から下記のように捉えることが

できる。

■対象マーケットによる分類

①垂直型マーケットプレイス

（業界特化）

②水平型マーケットプレイス

（業界横断）

ここからさらにグローバルなマーケット

プレイスへ発展すると考えられる。

■機能面による分類

①売り手主導のオークション

②買い手主導のリバースオークション

③相互条件提示のエクスチェンジ

④契約価格で検索取引を行うカタログア

グリゲーション

現実においては、上記機能を組み合わ

せたビジネスモデルや、1機能のみのサー

ビス提供の事例がある。これは、マーケ

ットメーカーの戦略が反映されているもの

と考えることができる。

■所有権による分類

①パブリック・マーケットプレイス

あるいは独立系マーケットプレイス

──中立的な立場でN対Mの取引を実現

する。

②プライベート・マーケットプレイス

──大手の1企業が買い手あるいはサプ

ライヤーの立場となり、その企業主導で1

対N、N対1の取引を行う。

eマーケットプレイスの収益内訳（モデ

ル）は、会費、トランザクション料、広

告料などである。どのように収益を得るか

は、eマーケットプレイスによって異なる。
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図1　eマーケットプレイスの概念図
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図2　米国B2BEC企業成長の構図
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ビジネス 第2部

2000年・米国における

eマーケットプレイスの盛衰

2000年初頭は、eマーケットプレイス

に対する期待が高く、最も活況を呈して

いた時期であった。しかし、9月のインタ

ーネット株価暴落以後、eマーケットプレ

イスの発展を牽引してきたベンチャーキャ

ピタルが投資を手控えたことによる資金

不足から、eマーケットプレイスの淘汰が

進んでいる。2000年末には、ベントロが、

傘下のケムデックスやプロムデックスの閉

鎖 を 発 表 し た 。 2001年 に は ICG

（Internet Capital Group）やバーティカ

ルネットといったeマーケットプレイス・

ベンチャーキャピタルの株価が1桁台にな

るなど、eマーケットプレイスを取り巻く

環境は一変した。

eマーケットプレイスを取り巻く環境が

このように刻々と変化する現在、大きな

躍進を遂げているのは、大企業連合によ

る大型マーケットプレイスと、マーケット

プレイス間 接 続 、 すなわち M2M

（Marketplace to Marketplace）のメガ

マーケットプレイスの動きである。前者の

事例としては、自動車業界のコビジント

が、後者は、世界大手小売7社が出資す

るGNX（GlobalNetXchange）と、欧

米の原料、資材メーカーの出資するトラ

ンゾーラとのマーケットプレイス間連携が

代表的事例である。

他方、このような大型マーケットプレ

イスの市場シェアが増えるにつれ、反ト

ラストの可能性が議論されるようになっ

ている。米国FTC（連邦商業委員会・

Federal Trade Commission）はメガマ

ーケットプレイスの動向を注視しており、

世界中の関係者がFTCの反トラスト問題

に対する見解に注目している。

さらに、米国のeマーケットプレイスが

次なる展開の戦略として掲げているのが、

グローバルマーケットの開拓である。すで

に欧州、アジア諸国へのビジネス展開を

推し進めている。

日本のeマーケットプレイス

2000年夏頃より、日本版eマーケット

プレイスが次々とサービスを開始してい

る。垂直型マーケットプレイスとしては、

電子部品、鉄鋼、金属、建材、化学、

食品、農業といった業界版マーケットプ

レイスが登場した。水平型のマーケット

プレイスとしては、オフィス用品などの

MRO物品を扱うマーケットプレイスが数

多く登場した。

電子商取引推進協議会が2001年1月

に公表した、アクセンチュアおよび経済

産業省の共同調査結果によると、2000年

のeマーケットプレイスの市場は2000億円

で、B2B市場全体に占める割合は0.9%に

とどまるが、2005年にはB2B市場全体の

39.4%を占める44兆円にまで成長するで

あろうと予測されている（資料2-6-1）。

さらに商品・サービスセグメント別のe

マーケットプレイス市場規模予測に関し

ては、電子・情報関連製品、自動車など

のEC先進産業がeマーケットプレイスの

拡大を牽引していく一方で、公共事業の

電子入札を見込む建設が拡大すると予測

されている（資料2-6-2）。

上記市場予測によると、eマーケット

プレイスは2001年から2002年、そして

2003年へと躍進を続けるとされている。

事実、2001年に入って、電力マーケット

プレイスのサービス開始や、e2Open、ト

ランゾーラ、フリーマーケッツなど海外マ

ーケットプレイスが日本市場へ参入する

といった新たな動きが顕著であり、日本

における本格的なeマーケットプレイスが

活況を呈してくるものと思われる。

（上野伸子　財団法人未来工学研究所）
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 市場規模 EMP割合注 構成比 

電子・情報関連製品 14.6 46.3 33.6  

自動車・自動車部品 9.0 42.8 20.6  

化学製品 0.8 14.7 1.8  

電気・ガス 0.3 56.5 0.6  

紙・事務用品 1.8 49.0 4.2  

運輸・物流 2.6 44.4 6.0  

食品 1.0 16.4 2.3  

繊維・消費財 2.4 22.4 5.4  

建設 9.8 53.1 22.6  

産業用機器 0.7 25.5 1.5  

鉄・非鉄・原材料 0.7 12.4 1.5  

 
合計 43.6兆円  39.4% 100.0%

資料2-6-1　日本のEC市場規模推移

資料2-6-2　eマーケットプレイス セグメント別電子商取引市場規模推移

出所　アクセンチュア・電子商取引推進協議会・経済産業省の共同調査「平成12年度電子商取引に関する市場規模・実態調査」を元に作成

出所　アクセンチュア・電子商取引推進協議会・経済産業省の共同調査「平成12年度電子商取引に関する市場規模・実態調査」を元に作成
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